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１．研究内容

　自然物や自然現象をコンピュータグラフィックス
（CG）で表現する、ビジュアルシミュレーション法に
ついて研究しています。
　主に粒子ベースモデルやセルオートマトンモデル、
ノイズベースモデルを用いて形成モデルや行動モデル
を開発し、炎や煙、水などの現象、樹木や山岳形状の
自動モデリング、雪や雨等の天候景観の表現法に取り
組んでいます。

２．地域・産学連携の可能性

　自然物や自然現象のビジュアルシミュレーションと
して、これまで、浸食シミュレーションによる山岳地
形の自動生成法、降雪・積雪シミュレーション法、集
落規模の積雪景観CGの自動生成法、光環境を考慮し
た樹木の生長シミュレーション法、風で揺れる樹木の
シミュレーション法、はばたきによる力を考慮したリ
アルな動作が可能な飛翔生物の行動モデル、彩雲等の
雲のCG表現法、計算量の少ない煙や炎のシミュレー
ション法、風に揺れる樹木の高速な計算法等の開発を
行ってきました。
　これらは、景観シミュレーションやドライビングシ
ミュレータ、バーチャルリアリティ（VR）等のリア
リティを向上させる要素としての応用が可能です。ま
た、数値シミュレーション結果の可視化への応用も考
えられます。
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